
【審査基準】
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合計

ウ　広告付庁舎等案内板の情報の更新方法が適切である。

エ　問い合わせ等への対応体制が適切である。

(4)　広告掲出料の額について

ア　算出根拠が具体的に示されており、妥当である。

(5)　事業実績について

ア　他の官公庁等での事業実績がある。

オ　広告付庁舎等案内板と広告枠の構成比が適切である。

カ　設備全体に、環境に配慮した工夫がなされている。

キ　設備について、来庁者の利便向上に資する独自の機能が付加されている。

(3)　設置運用について

ア　維持管理方法や事故発生時の保守管理体制が適切である。

イ　設置までのスケジュールが適切である。

ウ　広告付庁舎等案内板事業について、実績やノウハウを活かし、安定的で継続的な広告
　事業を実施する能力がある。

(2)　設置する広告付庁舎等案内板の内容について

ア　市域地図や庁舎フロア案内の規格、仕様が適切である。

イ　提供する情報が、来庁者の利便向上に効果的に資するものである。

ウ　表示方法やコンテンツについて、多様な来庁者（高齢者、障害者、外国
　人、若年世代等）の利用を想定した工夫と配慮がなされている。また、ユニ
　バーサルデザインが採用されているか。

エ　広告付庁舎等案内板が、地震等の際の転倒、落下を防止するための十分な対策がとら
　れている。

項 審査基準

(1)　事業遂行能力

ア　事業実施に際し、必要かつ十分な組織、人員体制が確保されている。

イ　広告付庁舎等案内板を適切に製作、設置する能力がある。


